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８．自己資本の状況 
（１）自己資本管理方針 

自己資本管理とは、自己資本充実に関する施策の実施、自己資本充実度の評価及び自己

資本比率の算定を行うことです。 

当ＪＡでは、内部留保の積み増しにより、自己資本の充実に努めており、自己資本比率が国際

統一基準の 8％を大きく上回っています。 

また、「自己資本比率算出要領」及び「自己資本比率算出事務手続」を制定し、系統 BIS シス

テムにより、自己資本比率を的確に算出しています。 

なお、組織面では、事業推進部門から独立した総務部が自己資本比率を算出し、けん制機

能が発揮される態勢を整備しています。 
 

（２）自己資本比率の状況 
当ＪＡでは、多様化するリスクに対応するとともに、組合員や利用者のニーズに応えるため、財務

基盤の強化を経営の重要課題として取り組んでいます。内部留保に努めるとともに、不良債権処理

及び業務の効率化等に取り組んだ結果、令和6年3月末における自己資本比率は17.60％となりまし

た。 
 

（３）経営の健全性の確保と自己資本の充実 
当ＪＡの自己資本は、組合員の普通出資によっています。 

■普通出資による資本調達額 

項 目 内 容 

発行主体 いび川農業協同組合 

資本調達手段の種類 普通出資 

コア資本に係る基礎項目に算入した額 1,915 百万円 (前年度 1,935 百万円) 

当ＪＡは、「自己資本比率算出要領」を制定し、適正なプロセスにより正確な自己資本比率を算出し

て、当ＪＡが抱える信用リスクやオペレーショナル・リスクの管理及びこれらのリスクに対応した十分な自

己資本の維持を図るとともに、内部留保の積み増しにより自己資本の充実に努めています。 

また、平成19年度から信用リスク、オペレーショナル・リスク、金利リスクなどの各種リスクを個別の方

法で質的または量的に評価し、リスクを総体的に捉え、自己資本と比較・対照し、自己資本充実度を

評価することにより、経営の健全性維持・強化を図っています。 
 

■自己資本比率の推移        （単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

18.49 18.03 17.81 17.60 
当ＪＡの自己資本比率は、国内基準値 4％、

ＪＡバンク自主ルール基準値 8％を大きく上回

っており、自己資本の充実と経営の健全性・財

務の安全性が十分確保されています。 


